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補 助 用 紙

要に支えられて肉牛価格が上昇を続けた結果,農民にとって有利な部門は肉牛部門

のみという事態が現出した｡

このような農業環境の変化の中で,肉牛飼養頭数は急増し肉牛飼養農場数もほぼ

二倍となり,全農場の2/3に達するまでに至った.しかしこれらの対応も,農業地

帯ごとに見ると決して一様ではなかった｡大規模粗放経常が主体である北部牧畜地

帯でば, 70年代に入ってからの頭数増加はめざましいものの,全体として頭数増

加を担ったのはむしろ家族経常を主体とする南部の小麦･羊地帯,多雨地帯であっ

た｡しかしこの両地帯にあっては,頭放増は牧畜地帯と異なって従来の肉牛飼養農

場における規模拡大によるよりは,むしろ農場数の増加一枚羊業や略農業からの肉

牛業への転検によっていた｡ただ前者が6 0年代末から7 0年代初めにかけてのド

ラスチックな転轍であったのに対して,後者は60年代初めからのかなり長期的な

転換であったという違いが見られる｡しかしこれら転換農場の多くが小規模居であ

り,低所得問題を抱えていたということば共通していた｡

したがって次に肉牛頭数の急増の背慧に存在した低所得閉講について分析してみ

たい｡オーストラリアの農業者の所得は,平均所得では非農業部門に従事している

人々のそれとほぼ等しいかむしろ勝っているほどであり,世界の中で例外的な存在

であった｡しかし農場所得は平均に対する分散が大きく,かなりの低所得層が存在

した｡つまり平均所得は小麦,牧羊,肉牛部門の高所得層によって影響を受けてお

り,低所得層は地域的な偏りと同時に酪農,果樹部門に集中していた｡例えば60

年代前半に農場所得が1千豪ドル以下の層ば小麦部門で4-%,牧羊部門では1 2%

であったのに対して,軒農部門では33%に達しており,特に加工同原料乳状給)TG

場では36%,バナナ栽培農場では52%など碍めて高い割合であった｡しかしオ

ーストラt)アの低所得問題を考える上で注意しなければならない点は,農場所得は

年々の変動が非常に大きいという事実である｡これほオーストラt)ア農業が日然3''<!,

害や国際的な価格変動に影響されやすい体質を持っているということに起関する｡
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こうしたタイプの低所得農場は充分な資産を有しているので,一時的な低所得に耐

えることができるが,同時に生産と価格条件の悪化の申で慢性的な低所得に陥る危

険性も高い｡このタイプは牧羊場や北部の牧牛専門農場に典型的に見られるが,前

者はG 0年代終わりから7 0年代初めにかけての価格低落時に多くの農場が低所得

問題に直面し,牧牛業に転換していったことば前述した通りである｡

一方不十分な土地,資本,労働力のために,価格や生産条件などが良好な年次で

あっても充分な所得を確保できない農場には,研究植民計画によって創設された農

場に多く見られる｡これは大戦間期や戦後にわたって主に退役軍人を対象に行われ

た退役軍人植民計画として知られているが,もともとは1 850年代のゴールドラ

ッシュによって国外から流人した労働者の就労の場として多数の小農場が創設ざれ

たことに始まっている｡これらの農場は幣農や果樹部門に多くが屈しており,これ

らの部門が低所得層の核であることの意味が群解できる｡酪農部門に低所得農場が

見られるという事実は,他の西欧諸国と共通しているが,その坪内の一つは労働質

的的であることから小規模層でも容易に参入しえるという点であろうo黙農場の資

産状況ば他の部門に比べ劣っており,特に土地評価額を除いたt_e.産は1/2から1/3

以下でしかない｡

最後に慢性的な農業低所得の核と考えられる酪農業の戦後過程を振り返ることに

より,この部門の構造変化の状況とその要因及び政策対応について見ていきたいo

幣農場数の減少は他部門に比べて非常に急激であり,戦後4 0年間の農場全体の減

少率が1 5%であるのに対して幣農場では80%にも上っている｡しかしこの農場

数の減少過程も決して一様ではなく,次のような三つの特徴を持っていた｡一つは

前述した酪農から肉牛部門への転撫であり,二つ目は自給型飼養の消滅一商業的幣

農場割合の増加である｡そして三つ目は,降雨責の多い沿岸部や価格条件の有利な

都市部周辺への蒋農1り巾の移動である.結局はこの部門の節常環境の悪化を反映し

ていると言えるが,その要田を需要面から探って見たい｡
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生乳生産減少の大きな要因としては,生乳利用竜の過半を占めていたバター消畏

の大幅な落ち込みがあげられる｡例えば50年代初めに1 4=㌔台であったバターの

一人当たり消費竜は,マーガリンなどの代替品の普及によって8 0年代ではわずか

4㌔台にまで減退した｡また飲用乳の消費も停滞しており,人口増加分の増加にと

どまっている｡しかし生乳生産減少の要田として,国内市場における消茸の減退の

他に,輸出の減少を忘れるわけにはいかない｡生乳処浮草按算で,輪.+Iの占める割

合は6 0年代のピークには4･0%近かったが,現在では2 0%台にまで滞ち込んで

いる｡これは1 973年の英国のEC加盟による影響が大きい｡英国のRC加盟以

前の1 970年では,輪;1J.の対英依存度はチーズで250/o,バターでは80%に達

している｡それが加照後は皆無となったのであるから,その影響ば甚大であった｡

最大で決定的な英市場の喪失に両面し,オーストラリアのとった対応は, i.輸

出先の転操,多角化であり, 2.国内離農業の体質強化一棟追放善,それにあわせ

た節減と政策の変更であった｡ 1.の輸出多角化についてば,日本,東南アジア,

中近東などを中心に積極的な展開を見せ,特に東南アジアには還元乳の章即也合弁工

場の設立まで行っている｡しかし域内農業保護政策によって生産過剰問題を抱え込

んだECによる補助金付き輪出によって,必ずしも成功しているとは言いがたい｡

オーストラt)アの対応はこうしたF, Cなどの積棒的な市場獲得行動の影響もあっ

て,輸出多角化よりはむしろ産業巨=本の輪,～.依存型から内需.+.体.1nl.への転按に章き

が置かれていると考えられる｡政府は7 0年代に入って本格的な政策転襖に乗り,I:壬1

した｡その中心は, 1.補助金政策から構造改善政策への転授, 2.耐震ボードの

再編と新乳価制度の碍.*.であった｡前者には小農場oI)令併やリタイヤ-の促進が含

まれその効果は疑問裾されるが,部門間移動を促進する要素とばなりえたと考えら

れるoボードについてはその横紙,柿限を弓馴ヒするとともに,それまで業界が任;;all:

で行ってきた乳製品の輸出価格と国内価格のプール制を,同による強制制度に改め

ることで価格支持政策を強化したo
-jl,飲用乳価については1_i-!;袷割り当て梼を持
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ち,高い乳価の支払いを受けていた飲用原料乳供給農場を1 0年間で廃止し,州内

プール価格制に移行することで供給割り当て権の利権化を防ぐとともに,低所得問

題に直面していた加工用原料乳供給農場の鮮済的地位引き上げをねらった｡

以上のように,オーストラリア幣農業はこれまで三度にわたって先進国,特に英

国の農業問題の影響を受け,国内に農業問題を抱え込んできたが,それに対し国境

保護や最低保証価格制などで産業全体の傑讃を図りながら,他国の影響を受けやす

い輸出依存型から内需主体産業への転換をみすえつつ,国内では競争を通じた生産

性の向上をはかる方向に政策的に誘導をはかっているといえよう｡こうした方向は

農産物貿易の新しいルール作りとあわせて,参考にきれるべきものであろう｡
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